
「柏崎の橋」 

４７ 胞姫
よなひめ

橋（上輪） 

胞姫橋は上輪地区をはしる国道８号線の一部区

間であり、芭蕉ケ丘トンネルと米山トンネルの間、

上輪橋を過ぎたところに架かる陸橋である。 

古来より鉢崎（現米山町）から鯨波は「米山峠」

と呼ばれる交通の難所であり、特に米山三里（鉢

崎～青海川）は旅人を難渋させた。しかし昭和３

０年代以降、米山大橋・上輪橋が造られるなど、

米山峠は大規模な改良工事が行われてきた。昭和

３９年には胞姫橋架橋が決まり、昭和４９年に芭

蕉ケ丘トンネルと併せて開通のはこびとなった。 

胞姫橋付近は土砂崩れが多く梅雨・雪解け時期

はよく通行止めになったといわれ、安全速度も時

速３０キロに制限されていた。しかし改良工事に

より、つづら折りに曲がりくねっていた道路はほ

ぼ直線となり、距離も約３４００ｍから約２７０

０ｍに短縮。速度制限も解除されることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋は全長１２０ｍ、幅９．５ｍ、工事費２億２

千万円で竣工。芭蕉ケ丘トンネル完工と併せた開

通式が１２月２０日に行われた。当日朝からの雪

模様が、開式直前には日が射すおだやかな天候と

なり、地元住民や建設省、柏崎、柿崎の代表者な

ど約３００名が開通式に出席した。芭蕉ケ丘トン

ネル前の式場では米山小学校児童によるブラスバ

ンド行進に続き、柏崎市長などによるテープカッ

ト、胞姫橋への自動車パレードが行われた。この

胞姫橋・芭蕉ケ丘トンネル開通により、昭和３６

年から１４年の歳月をかけ３３億円の工事費を投

入して進められた米山峠改良工事は完了した。 

胞姫橋の付近に橋

名の由来となった胞

姫神社がある。この

神社は安産の神とし

て知られるが、胞姫

の「胞」とは胞
え

衣
な

（胎

児を包む膜や胎盤）

を意味し、その名は

源義経の若君出産の

伝説に由来する。 

文治２年(１１８６)、 

奥州へ向かう義経一行がこの地を通った際、産気

づいた奥方が若君を出産し、無事出産できた礼と

して、弁慶が神社の境内に胞衣を納めたという。 

胞姫神社は古くから広く信仰を集め、多くの妊

婦が参拝し安産祈願をした。参拝の際にろうそく

を供え、短くなったものを持ち帰る。これを 

産気づいた時に灯すと、燃え尽きるまでに出産で

きるといわれている。 

 橋は１月末まで補修工事が行われていた。これ

からも柏崎・柿崎間の交通を支えていくであろう。 
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